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科目区分 電気通信学研究科-量子・物質工学専攻-専門科目

開講学科・専攻 量子・物質工学専攻
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【主題および達成目標】

固体の誘電的性質及び弾性的性質について講義する。将来のナノテクノロジーを駆使したデバイスの材料

として重要な誘電体混晶系、非晶質ガラス、セラミックス等の複雑系の物性を扱う。これらの材料の誘電

分散、フォノンの物性、緩和現象、相転移などについて講義し、さらにブリルアン散乱などの主とし

て、低エネルギーの光散乱、超音波などを用いて測定する実験的手法についても解説する。

【前もって履修しておくべき科目】

力学、波動と光、電磁気学、物性物理学

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

解析力学、統計熱力学、量子力学

【教科書等】

特になし、参考書、参考文献等は随時授業中に教える。

【授業内容とその進め方】

１）弾性論ー連続体物理

　a) 歪みと応力

　b) 弾性定数

　c) 音波の伝搬、吸収

　d) 結晶中の音波

2) 誘電体論

　a) 分極
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　b) 誘電分散

3) 格子振動

4) 相転移

　a) 構造相転移ー強誘電体、強弾性体

　b) ガラス転移

5) Phononの測定法

　a) Brillouin 散乱

　b) 超音波測定

　c) Raman 散乱

6) 新しいトピック

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

いくつか授業中に問題を提示する。それを解法してレポートにしてもらう。問題の難易度も考慮して採点

する。

【オフィスアワー：授業相談】

随時受け付ける。疑問点は早く解決しておく事です。

【学生へのメッセージ】

授業は出来るだけ易しく講義するつもりである。疑問点が有ったら即座に質問すること。場合によっては

一部ゼミ形式にして、学生に直接参加して貰う。

【その他】

　


